
　

積
水
化
学
グ
ル
ー
プ
は
、
事
業
活
動

を
通
じ
た
社
会
貢
献
を
経
営
の
柱
に
掲

げ
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
経
営
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
環
境
へ
の
取
組
は
重
要
な
柱

で
、
１
つ
は
、
事
業
・
製
品
を
通
し
て
の

貢
献
、
２
つ
目
に
事
業
活
動
の
プ
ロ
セ
ス

で
の
環
境
負
荷
低
減
、
３
つ
目
は
生
物

多
様
性
保
全
活
動
や
自
然
保
護
活
動
を

通
じ
た
貢
献
を
掲
げ
て
、
環
境
経
営
の

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
目
指
し
ま
す
。
そ

の
た
め
2
0
0
9
年
度
ス
タ
ー
ト
の
環

境
中
期
計
画
を
策
定
す
る
に
当
っ
て
は
、

2
0
3
0
年
と
い
う
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
で
目

指
す「
環
境
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
社
会
」を
人
々

に
環
境
意
識
と
環
境
に
配
慮
し
た
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
が
広
く
定
着
し
、
企
業
や

行
政
に
お
い
て
も「
環
境
」が
も
っ
と
も
重

要
な
価
値
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
社
会
と

位
置
付
け
、
こ
の
実
現
に
向
け
て
エ
コ
ロ

ジ
ー
と
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
両
立
さ
せ
る
事
業

活
動
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
進
め
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
森
林
と
の
関
わ
り
が
深
い
の

が
、“
森
と
水
”を
テ
ー
マ
に
し
た
生
物

多
様
性
保
全
と
自
然
保
護
活
動
。
こ
の

取
組
は
、
①
生
物
多
様
性
保
全
へ
の
貢

献
、
②
次
世
代
へ
の
環
境
教
育
、
③
地

域
と
の
連
携
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。

　

１
つ
目
の
生
物
多
様
性
へ
の
保
全
へ

の
貢
献
に
つ
い
て
は
、
生
物
多
様
性
か

ら
は
人
類
を
含
む
全
て
の
生
物
は
も
ち

ろ
ん
、
企
業
活
動
も
さ
ま
ざ
ま
な
恩
恵

を
受
け
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
水
・
木

材
・
化
石
燃
料
な
ど
自
然
資
源
利
用
に

よ
る
原
料
調
達
、
土
地
や
景
観
な
ど
の

自
然
の
地
形
利
用
、
そ
れ
に
自
然
か
ら

技
術
開
発
の
ヒ
ン
ト
を
学
ぶ
バ
イ
オ
ミ

ミ
ク
リ
ー
（bio

m
im
icry=

生
物
模
倣

技
術
）な
ど
が
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
生
物
多
様
性
の
保
全
や
持
続

可
能
な
利
用
は
、
い
ま
や
企
業
に
と
っ

て
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
認
識
に
立
ち
、
積
水
化
学
グ

ル
ー
プ
で
は
２
０
０
８
年
４
月
の
環
境

経
営
方
針
改
訂
に
お
い
て
、
生
物
多
様

性
保
全
の
視
点
を
新
た
に
盛
り
込
み
ま

し
た
。
今
後
は
、
事
業
活
動
に
お
け
る

生
物
多
様
性
へ
の
影
響
を
評
価
し
、
具

体
的
な
課
題
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
私

　

積
水
化
学
工
業
株
式
会
社
は
今
年
３
月
に「
フ
ォ
レ
ス
ト
・
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
」の
主
旨

に
賛
同
し
、
メ
ン
バ
ー
の
一
員
と
な
り
ま
し
た
。
同
社
は
、
２
０
３
０
年
度
の「
環
境
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
社
会
」実
現
を
目
指
す
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
。
こ
れ
を
基
に
新
環
境
中
期

計
画「
環
境
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
プ
ラ
ン
・
S
H
I
N
K
A
!
」を
進
め
て
い
ま
す
。
地
球

温
暖
化
防
止
、
資
源
循
環
、
生
物
多
様
性
の
保
全
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
環
境
経
営
計

画
の
中
か
ら
、「
フ
ォ
レ
ス
ト
・
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
」の
４
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
に
関
連
す
る

取
組
に
つ
い
て
Ｃ
Ｓ
Ｒ
部
環
境
経
営
グ
ル
ー
プ
の
柳
井
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

——積水化学工業株式会社

積水化学工業株式会社の
環境経営について説明す
るCSR部環境経営グルー
プの柳井俊郎さん。

生物多様性を加味した森林保全活動を通じて
「環境経営のトップランナー」を目指す

東京都の「海の森」での植林活動
「海の森」は、東京湾中央防波堤埋立地・

産業廃棄物場を森にする取組。

生物多様性の保全
近くの森林試験場でドングリ
と苗を拾い、植林地の苗床に
植え付ける。

（和歌山県水上試験場研究林）
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た
ち
の
も
つ
技
術
や
資
源
を
活
用
し
て

解
決
を
図
っ
て
い
く
と
同
時
に
、
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
生
物
多
様
性
を

キ
ー
と
し
た
事
業
、
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
商

品
の
開
発
を
進
め
ま
す
。

　

２
つ
目
の
次
世
代
へ
の
環
境
教
育
に

つ
い
て
は
、
環
境
教
育
を
目
的
と
し
た

「
積
水
化
学
自
然
塾
」の
開
催
で
す
。
こ

れ
は
各
事
業
所
に
お
け
る
自
然
保
護

活
動
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
た
め
、

１
９
９
７
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
自

然
体
験
型
の
環
境
教
育
研
修
で
す
。
年

４
回
開
催
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
自

然
生
態
系
の
基
礎
知
識
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
進
め
方
を
受
講
し
た
延
べ

３
０
０
名
を
超
え
る
環
境
リ
ー
ダ
ー
が

誕
生
し
、
各
事
業
所
で
自
然
保
護
活
動

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

３
つ
目
の
地
域
と
の
連
携
に
つ
い
て

は
、
多
様
な
郷
土
種
が
共
存
す
る
豊
か

な
森
づ
く
り
へ
の
取
組
と
し
て
、「
グ

リ
ー
ン
フ
ォ
レ
ス
ト
活
動
」を
展
開
し
て

い
ま
す
。
こ
の
活
動
の
特
徴
は
、
植
林

や
下
草
刈
り
、
間
伐
と
い
っ
た
森
林
保

全
活
動
の
な
か
に
、
郷
土
種
の
苗
を
育

て
る
活
動
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
。
種

拾
い
に
よ
っ
て
集
め
た
ド
ン
グ
リ
な
ど

を
苗
床
に
植
え
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
で
は

な
く
、
広
葉
樹
や
落
葉
樹
な
ど
の
郷
土

種
を
植
樹
し
て
い
ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
フ
ォ
レ
ス
ト
活
動
は
、
地

域
の
事
業
所
が
地
元
住
民
や
学
校
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、
現
在
は

京
都
府
の「
仙
の
森
」、
群
馬
県
の「
積
水

四
季
の
森
」、
山
口
県
の「
積
水
の
森
」、

和
歌
山
県
の「
積
水
化
学
の
森
」、
そ
し

て
東
京
都
の「
海
の
森
」の
５
つ
の
地
域

で
新
し
い
森
林
づ
く
り
に
取
組
ん
で
い

ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
公
益
信
託
日
本
経

団
連
自
然
保
護
基
金
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ

に
よ
り
、
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
国
内
外
で
進

め
て
い
る
自
然
保
護
活
動
へ
の
支
援
で

も
、
経
済
面
だ
け
で
は
な
く
、
従
業
員

の
派
遣
な
ど
人
材
面
で
も
協
力
を
行
っ

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
延
べ
71
件
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
自
治
体
と
協
働
し

た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
活
動
と
し
て
、

国
内
各
地
で
の
森
林
保
全
活
動
や
棚
田

の
再
生
や
C
O
P
1
0
に
向
け
た
ラ
ム

サ
ー
ル
湿
地
保
全
の
K
O
D
O
M
O
バ

イ
オ
ダ
イ
バ
シ
テ
ィ
ー
活
動
な
ど
を
す

す
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
組
に
は
、

従
業
員
と
家
族
を
は
じ
め
、
地
域
住
民

や
顧
客
の
皆
さ
ん
な
ど
に
参
加
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
、
従
業
員
一
人
ひ
と
り

が
自
ら
の
意
思
で
、
積
極
的
に
環
境
問

題
や
自
然
保
護
活
動
へ
の
関
心
を
持
つ

文
化
・
風
土
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
環
境
経
営
を
通
じ
て
、
今

後
も
日
本
の
森
林
保
全
活
動
に
貢
献
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今日からやろう！森のための

4つのアクション

環境リーダー研修
北海道の東大富良野演
習林には、積水化学が
里親寄付をしたかつらの
樹(樹齢800年)がある。

京都「仙の森」
南山城村の自然林４２haで、府・村と協定
を結び森林整備活動を実施。

富士山麓山林で違法投棄ごみ回収
NPO富士山クラブの指導で社員とOBの
ボランティアにより実施。

和歌山の「積水化学の森」植林風景
森林資源を所有者から無償で借り、環境貢
献活動のフィールドとして活用しています。

フォレスト・サポーターズ

４つのアクション
活動紹介
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